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1 はじめに

近年，WWWはインターネット上で急速に普及し，

WWWによりアクセス可能なデータ量は爆発的に増

加している．一方で，情報発信者が自由に作成する

WWWページには構造的，意味的な統一性がなく，機

械的な情報抽出やその統合は極めて困難である．例え

ば検索エンジンやデータベースなどのWWW情報資

源は CGIインタフェースを介してアクセス可能である

が，これらの入出力インターフェースの仕様は異なっ

ているため，個別に利用することは可能であっても，

それらのデータを統合化することは容易ではない．

一方で，これらの WWW情報資源を，利用者側で

自由に統合したいという要求は多い．本稿では，その

手段の一つとして，WWW情報資源の仮想オブジェク

ト化とその統合手法を提案し，クライアントマシン上

で，それを支援する GUIシステムの試作について述

べる．

2 仮想オブジェクトとその統合
2.1 仮想オブジェクト
WWW 情報資源には，大学，企業，個人のホーム

ページとともに検索エンジンやデータベースなどがあ

る．これら情報資源は個別に構築されるため，その構

造やインタフェースには統一性がない．そこで仮想オ

ブジェクトは WWW情報資源を抽象化し，利用者に

対して統一的なインタフェースを提供するものである．

仮想オブジェクトは一般に URL，入力，出力から構

成される．URLは仮想オブジェクトに該当するWWW

情報資源の URLである．入力は CGIインタフェース

などにおけるパラメータで，通常のWWWページは入

力を持たない．入力は利用者が直接記述するか，後述す

るように他の仮想オブジェクトの出力と対応づけられ

る．出力は URLとパラメータにより得られるHTML
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の全体あるいはその一部分である．

例えば，一般的な検索エンジンの入力はキーワード

や表示件数などであり，出力は検索結果となる URL，

スコア，内容記述などである．これらの入出力属性は

ほとんど検索エンジンに共通の属性であり，仮想オブ

ジェクト化することにより利用者に対して統一的なイ

ンタフェースを提供することができる．

2.2 仮想オブジェクトの統合
WWW情報資源はそれぞれ単体で利用されているこ

とが多いが，それらを組み合わせて付加価値を高める

情報統合への要求が強くなっている． WWW情報資

源の構造やインタフェースにおける統一性の欠如のた

めに現状では複数のWWWサーバーからの情報収集

や統合はほとんど手作業によらなければならない．仮

想オブジェクトの統合はこれらの作業を自動化する試

みである．

仮想オブジェクトの統合はそれらの間に，出力から

入力へのデータの流れを表す単方向リンクを付加する

ことにより実現される．ある仮想オブジェクトに対し

て複数の仮想オブジェクトがリンクされている場合は，

それぞれの入力に対していずれの出力を対応づけるか

の記述を行う．

また特殊仮想オブジェクトとして入出力ファイルや

フィルタがある．入力ファイルは他の仮想オブジェク

トに入力データを与えるものであり，出力ファイルは

仮想オブジェクトの出力を保存するものである．また

フィルタは仮想オブジェクト間で流れるデータを整形

したり，フィルタリングしたりするものである．

3 統合支援GUIシステム
図１に仮想オブジェクト統合支援GUIシステムを示

す．システムはパレットとボタンから構成される．仮

想オブジェクトやリンクはパレット上に配置され，描

画ツールのように編集することが可能である．仮想オ

ブジェクトやリンクの操作には上部にあるボタンを使

い，その機能は表１に示される．

一般的な操作方法は以下の通りである．必要とする

仮想オブジェクトを，左上の選択欄から選び，パレッ



図 1: GUIシステム

図 2: 属性ウィンドウ

トに配置する．次に，データの流れを決めるために，

仮想オブジェクト間にリンクを付加する．上記の作業

を繰り返して，利用者の望む統合ネットワークを構成

する．次に必要があれば配置した仮想オブジェクトの

入力／出力属性を変更する．

図２は，検索エンジン goo yの入出力属性ウィンド

ウである．この場合，リンクを介して得られた入力を

キーワードとして検索し，goo の返す結果のうちヒッ

ト件数 (hits)と，ヒットしたアドレスの一覧 (result)

を出力する．

統合ネットワークが完成するとVIEWで統合処理を

実行する．実行は統合ネットワークの根にあたる仮想

オブジェクトから開始される．根は複数あってもかま

わない．各仮想オブジェクトは入力を受けると，その

データに対応した働きをし，結果を出力に送る．統合

ネットワークの最下位に位置する仮想オブジェクトを

出力ファイルにしておくと，最終的な処理結果は，そ

の出力ファイルに書き込まれる．結果は HTML形式

で出力され，通常のブラウザで確認することができる．

複数の検索エンジンの統合を実現する図１の例での

動作を説明する．利用者は，入力ファイル (input �le)

に検索したいキーワードをエディタで書いておく．複数

回検索するときは，ファイルに検索したい全てのキー

ワードを書く．キーワードは１行ずつ検索エンジンの
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表 1: ボタンの機能
ボタン名 機能
DELETE 仮想オブジェクトを削除する
ADD LNK オブジェクト間にリンクを付加する
DEL LNK オブジェクト間のリンクを削除する
VIEW 仮想オブジェクトの出力を表示する

EXPORT MetaCommanderスクリプトを出力する
QUIT アプリケーションを終了する
SAVE 統合ネットワークを保存する
LOAD 統合ネットワークを読み込む

仮想オブジェクトである gooと yahoo zに送られ，キー

ワードを基に検索される．検索結果は，(gooの結果は

�lterに通して)出力ファイル (output �le)に書き込ま

れる．フィルタはキーワードを指定して行単位で抽出，

削除の処理をする．例えば，検索エンジンで得た検索

結果から"co.jp"を含むURLのみの抽出を行う．

EXPORTを実行すると，表示されている統合ネッ

トワークと同じ働きをするMeta Commander[1]スク

リプトを生成する．

4 実装
開発は JDK1.0.2用い Linux上で行った．本システ

ムは JAVA applicationである．仮想オブジェクトは，

共通部分を扱う抽象クラスを継承したクラスである．

つまり，１つの仮想オブジェクトに対し１つのクラス

がある．

5 まとめ
本稿では，利用者側で WWW情報資源の仮想オブ

ジェクト化とそれらを統合するシステムを提案した．

今後の課題としては，仮想オブジェクトを利用者が容

易に開発できる環境を整備することである．また，個々

の利用者で開発された仮想オブジェクトを共有できれ

ば，本システムの有効性はさらに高まるであろう．仮想

オブジェクトの共有を実現する手段として，Castanet[2]

の利用が考えられる．
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